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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、磁気的に性質が異なる２つの材料、すなわち高い透磁率が見込まれる軟磁性材料と、高い

異方性磁界から高周波帯での機能が可能となる硬磁性材料の二相から構成されるモディファイド粉末

を作製し、0.7から 6 GHz帯域の周波数で機能する電磁波吸収体を開発するもので、様々なモノをイン

ターネットにつないで活用するという IoT時代において重要な技術を与えるものである。 

（意見等） 

 本研究では、二相から構成される粉末の作製を行うために、様々な合成方法を検討した。その結果、

二相分離組織を有する Fe-Cr-Co 系扁平粉末やソフト磁性の金属鉄と Fe3B 相からなるナノコンポジッ

ト粉末、さらにこれらの粉末をコアに異方性磁界の高い Co フェライトをシェルとしたコアシェル粉末

などを用いた樹脂複合体などにおいて、期待していた周波数帯で機能する良好な電磁波吸収特性並び

にノイズ抑制効果を得ることに成功している。当初計画で生じた幾つかの問題点についても、柔軟に計

画変更を行うことで目的達成につながっている。これらの研究成果が、優れた技術開発に留まらず、今

後の材料設計や電磁波吸収の学理構築に発展させるという展開が期待できる。 


